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概要
初等教育では現場の教員が工夫した手作りの教材は，その教育効果が認められている。教材に
親しみやすいイラストを採用した適度な視覚刺激は，児童への記憶や知識の定着に有効である。
初等向け教材としての良し悪しを決める要素は，授業経験や教材の制作数によることが多い。
本研究では，無償の Web サービスを活用して教育効果を測定するあるいは作品の質を向上させ
るための Web アンケートの構築方法を述べる。
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はじめに
文部科学省が管轄する学校教育法等の一部改正に伴い，平成 16 年 4 月から教員養成課程に
新しく栄養教諭養成のカリキュラム（栄養に係る教育に関する科目および教職に関する科目）
が追加された 1）．
これらの養成カリキュラムに基づき，管理栄養士や栄養士養成課程で栄養教諭が養成される
ことになった．この課程において，情報機器の操作が開設されている．その目的は，栄養教諭
が現場において実践できる情報処理能力を身に付けることにある．つまり，現場で活躍する栄
養教諭が効率よく教育指導や業務をこなすためには，コンピュータを活用できることが必要不
可欠であるとの考えが定着してきたことによる 2）．
本稿では導入のしやすさと汎用性を検討した結果，Google から無償で提供されているドキュ
メントのフォーム機能が，Web アンケート入力に使用可能であることに着目した。このフォー
ム機能を利用して，相互評価の実践を試みた。さらに指導者のパソコンから，スプレッドシー
トを開いた状態にすると，評価の入力状況がモニタリング可能である。これにより，入力者の
勘違いなどの入力ミスをすぐに発見・修正することができるので，評価データの精度を上げる
ことができる。このシステムを実際の演習で運用した。その方法を報告する。
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１．学習サイクルの導入
教材作成技術や教授法を習得するために様々な方法が研究されている。そのひとつにマイク
ロティーチングがある。マイクロティーチィングは，1960 年代にアメリカのスタンフォード大
学のアランとライアンが，教育実習をより効果的な実習にするためにと考案した教授技術の新
しい研修法である 3）。教員養成課程の教育実習前の事前トレーニング指導法である。その他に
も現場で活躍する教員の再訓練として実践されている。この方法は一人前の教員として，各自
の教授技術を向上させる教授法としてその効果が期待されている。
しかし，単にマイクロティーチングを繰り返すばかりではその効果はあまり期待できない。
それと同時に，学習サイクルに基づいたマイクロティーチングを実践することが重要である。
学習サイクルは，経営工学におけるマネジメント手法の一つである PDCA サイクル，Plan（計
画），Do（実施・実行），Check（点検・評価），Act（処置・改善）のサイクルを教育に応用し
た教授法の品質改善法である 4）。
学習サイクルにおける Check では評価活動を行う。この評価活動では，受講者による相互評
価活動を行い，受講者の学習基準に平衡化した評価が可能となる。さらに，受講者と指導者の
評価活動の負担を軽減し，評価作業効率の良い活動を実施するには，Web ベースの相互評価支
援サーバーを実装することが望ましい。しかし，これらの相互評価支援機能を実装するには，
サーバーの構築技術やプログラミング知識が必要である。支援サーバーを運用には，それ相応
の IT 技術と相互評価に関する経験の両方が必要である。そのため，評価支援システムの導入
は容易なことではないため，システム導入するための障壁となっていた。
２．事前教育の取り組み
これまでは，教員が児童向け教材を使って模範指導の実演を行なっていた。しかし，受講者
の側から見れば，指導者がそつなく模擬指導をこなすのはしごく当たり前のことにしか受け止
められなかった。つまり，受講者にとって指導者の模擬指導は参考になっても，自分の技能と
して取り入れるのが容易でないレベルや内容であると観察できた。
これまでの取り組みから反省すれば，受講者にとってとうていできそうにもない模範演技を
見せて参考になった気分にはなるものの，実際にはあまり身についていなかった。残念ながら
教授法の技術が自分のものとして十分に取り込めていないように思われた。もう少し，学生に
とってとりつきやすい模擬指導を見せることはできないだろうか。
そこで，演習中に教育実習を経験した学生が行う模擬指導の様子をビデオで視聴することに
した。視聴したビデオは，小学生向けに行う栄養指導である。このビデオは，サーバーに登録
してあるので，何度も繰り返して見ることができる。模擬指導を行っているのが同じ学生であ
るため，教員の模範演技よりも視聴した学生にとってより身近に感じられる。取り上げられて
いる模擬授業の内容は同じ専門のテーマであるので，具体性が高くこれから展開する演習内容
についてより確実なイメージが得られたと考えられる。視聴した受講生のアンケートでは，「と
- 134 -
ても参考になった。」と，アンケートの回答から確認できた。
更に，普段から学生に児童向け教材に対して関心を持つための取り組みを行った。上級生が
１年生の後期に作成した，小学生向けの栄養指導や生活指導に関する A3 サイズのポスター約
160 作品を連絡通路の壁を利用して１年間掲示した。
掲示してあるポスターは，学生が通路を移動するたびに自然と目にふれる。時には，掲示され
た作品を熱心に見入っている学生もいる。この
ようにして作品を見る機会が多ければ多いほど，
外部刺激となって構図やデザインセンスへの吸
収になると考えたからである。過去の作品をア
ーカイブとして収録するためのサーバーを構築
し，学内のパソコンから閲覧する事も可能とな
っている。しかしそれは学生が閲覧する自発的
な行動が必要である。授業で閲覧することを指
示されない限り，過去の作品を閲覧することは
図１ 160 作品の掲示 少ない。
ところが，教室を移動する時に通る連絡通路に掲示してある作品は必然的に視角に入ってく
るため，気が向けさえすれば鑑賞するが可能である。さらに学生ばかりでなく，教員など多く
の人の目にふれる。１年生は，いずれこのような作品を制作することになるのだろうとの意識
が芽生えていた。
４．マイクロティーチングの実践
４・１．教育案の計画（Plan）
予め準備された Word のテンプレートに従って，栄養教育の指導案を作成するよう指導した。
入力する内容は，1．指導テーマ，2．指導対象者，3．指導目的，4．理解させたい内容，5．
理解させるための工夫内容，6．アピールポイントである。
作成された原案に基づき指導教材を作成する。制作者の意図が対象者に正しく伝わり，制作
者の思いを対象者が共感することによって，その指導教材は生きてくる。教材作成支援のため
のサーバーが構築してあり，カラー・モノクロ合わせて約 20,000 個以上の素材ライブラリー
が指導目的別に分類されている。
画像ライブラリーを充実させることによって，指導教材に使われている画像データのほとん
どはライブラリーを利用した作品が多かった。これまではインターネットからイメージする画
像検索に多くの時間を費やされることが多く，制作能率の悪さから解放された。従って，この
作業時間のほとんどを制作時間にかけることができる。
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図２ 相互評価入力フォーム
図３ 評価結果シート
４・２．教育の実施（Do）
学習者同士で，互いに教師役と生徒役になる相互評価を行い，児童や生徒の目線を養うこと
を繰り返す。発表役の学生は，４±１分間の発表を聴衆役となる学生の前に立って模擬栄養指
導を行う。それと同時にビデオカメラで発表の様子の撮影を行う 5）。
撮影された動画ファイルは，エンコードされ DVD に一次記録した。ファイル容量よりも，そ
の後の編集のしやすさ，最低必要な画質，音質を優先した。記録したファイル形式は MPEG2，
解像度は 352☓480dot，ビデオビットレートは 8Mbps，オーディオビットレートは 224kbps
である。この映像ファイルは，反省材料として活用できるように一人分に分割してサーバー上
に保存した。
４・３．教育の評価（Check）
規定時間の模擬栄養教育が終わると同時に，視聴側の学生は 3 分程度で，図 1 の Web 版の
フォームへ評価内容を入力する。入力が完了し，送信ボタンをクリックすると Web 上のファイ
ルに集められる。
指導者は，評価内容が集められるスプ
レッドシートを開いて監視することによ
って，回答状況が把握できる。50 人程度
のクラスでもレスポンスが遅れることも
なく，充分に運用することができた。
視聴役の学生から送信された評価デー
タはクラウドサービスのファイルに蓄積
される。その日の評価活動が終了した時
点で評価データを Excel 形式でダウンロ
ードする。次に発表者ごとに抽出を行い，
計算式とマクロを使って，各項目の評価
得点の分布の集計とコメントの並び替え
を行う。
模擬指導を行った受講生へ分析済みの
評価シートを配布した。受講生は上級生
の模擬指導と自分の模擬指導のビデオ映
像を見比べさせた。模擬指導映像と相互
評価に基づき振り返り活動を行うためで
ある。
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４・4．教育案の改善（Act）
発表役の受講生は，振り返り活動に基づき指導教材の手直しを行う。こうすることによって
教授技術の向上が期待される。一般的に教授法を習得するには，複数回の模擬指導を行うこと
で，教授法の技術習得の効果が認められている 6)。
５．Google ドキュメントの実例
実際に Google ドキュメントを利用して Web アンケートの作成方法を記述する。以下，上段
が Web アンケートとして表示され，下段がそのための設定方法である。
５・１．テキスト
テキストは，短い文字の項目に使用するが，身長や体重などの変
数値に利用することができる。
ただし，全角半角の切り替え操
作ができないため，入力後に計算
式等の論理チェックが必要となる。
５・２．段落テキスト
テキストよりも長い文字列を必
要とする自由記述などに使用する。
入力する時には，改行のリター
ンキーとかな漢字変換の確定と区
別が明確でないため，操作ミスを
犯しやすい。
５・３．ラジオボタン
ラジオボタン（Radio button）は，オプションボタン（ Option
button）のことで，事前定義された選択肢のうち 1 つのみを選択する
場合に使う。
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本来は，カーラジオの選局ボタ
ンが名称の由来である。1 つのボ
タンを押すと，他の押されていた
ボタンが押されていない状態に戻
る。常に 1 つのボタンだけが押さ
れた状態になることからきた。
ラジオボタンは上下に長くなる
ため，クリックミスを誘発しやす
い。そのため，この質問は必須に
チェックするのが望ましい。
５・４．リストから選択
リストから選択は，ラジオボタンと機能は同じであるが，ラジオボ
タンよりも上下に長くなること
はない。
マウスで選択ボックスの右側
にある▼をクリックし，表示さ
れた一覧の中から目的の回答を
クリックして選択する。
ラジオボタンほどではないが，
クリックミスをやや誘発しやす
い。そのため，この質問は必須
にチェックするのが望ましい。
５・５．チェックボックス
チェックボックス（Check box, Tick box）は，いくつかある選択
肢から 1 つ以上の複数の項目を選択するのに使われる。四角の中が
空白に表示される形式である。チェックボックスの隣にはその説明
文が付与される。該当する場所へマウスを移動し左ボタンをクリッ
クする。四角の中にチェ
ックマークが表示される。
しかし，Excel の形式
でエクスポートを行うと，
一つのセルに複数の回答
が入るために集計処理の
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手間がかかる。そのままでは，SPSS にかけることができないので，後述するグリッドによる
質問の方が後の処理が楽になる。
５・６．スケール
気持ちの強さなどを段階的に表
現したものである。
ラジオボタンほどではないが，
クリックミスをやや誘発しやすい。
そのため，この質問は必
須にチェックするのが望
ましい。
５・７．グリッド
複雑な質問をコンパクト
にすることができる。た
だし，質問作成に工夫が
必要となる。
ラジオボタンほどではな
いが，クリックミスをや
や誘発しやすい。そのた
め，この質問は必須にチ
ェックするのが望ましい。
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５・８．データの出力形式（Excel）
Google ドキュメントから，Excel 形式でエクスポートすることが可能になっており、現行で
は 97-2003 の形式で互換性に配慮されている。
６．おわりに
Google ドキュメントを導入することによって，Web アンケートの構築が簡単になった。し
かし、無料であるために予告なく仕様やインターフェイスが変更になる，アンケートを構築す
る時は専用ブラウザでしか動作保証がない，などの制限がある。これまでの紙ベースや Excel
によるアンケート方法よりも，データ処理の作業負担が大幅に軽減できた。評価結果によって，
受講者が指導教材に不足している点を充分理解し改善活動へ展開すること，教授法の問題点を
改善することで，次のステップへと展開が容易になると考えられる。今後は，これらの処理の
連携をさらにスムーズに流れるように工夫を検討したい。
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